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星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 
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「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ
とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：片岡・髙橋 

夢了法師の合格へのチェック 
次の各組の b の文の( ）の中に、それぞれ１語ずつを入れ、bの文が a の文と同じ意味

を表すようにせよ。  

a. He died ten years ago.  

b. He ( )( )( )( ) ten years.  

 

今月フリースクールでは第２校舎の花壇にお花を植えました。総合と理科の授業の

中で、何を植えたいのか考えることからはじめ、実際に買いに行ったり、花壇に植え

たり、手入れをしたりしながら、植物について学びました。生徒たちは初めてのこと

に戸惑う様子も見られましたが、積極的にお花に触れることができていました。様々

な種類のお花を植えていますので、ぜひ第２校舎の花壇をご覧ください！ （髙橋） 

 

 

 

 

「1歩」 

 

梅雨に暑さが加わり、ベタベタした感じが嫌な時季になりました。全体的にも少しずつ疲れ

が見え始めてきたように感じます。それでも学校は生徒と先生の元気な声で溢れています。ま

たいつこの当たり前がなくなってしまうか分かりません。「通いたくても通えない」状況になって

しまうかもしれないので、通えるうちにしっかり通っておかないと、後から悔やむことになってし

まいます。時間を大切に過ごしてください。昨年度の３年生は、2 年間も高校生活を奪われてし

まったので…。 

 

先月の Try アングルフェスタに続き、星槎学園合同行事である『芸術鑑賞会』が行われまし

た。星槎グループの「打鼓音（だこおん）」による圧巻のパフォーマンスを目の当たりにして、生

徒も感動していました。さすが日本一の集団です。星槎吹奏楽団の演奏もとても良かったで

す。一員として頑張ってくれた YPS の生徒も居て本当に素晴らしかったです。みなさんにはこ

の感動や感情を大切にしてもらいたいです。感性を育むことは人としての幅を広げてくれます。

感動できることって、たくさんある訳ではありませんからね。 

 

今月は皆さんにこの言葉を紹介します。 

 

「辛いという字がある。もう少しで、幸せになれそうな字である。」 

 

この言葉は、詩画作家・星野富弘さんの言葉です。横線をあと 1 本足せば“幸”という字にな

ります。あとちょっとの頑張りで幸せになれるのです。苦しい時にあと 1 歩頑張れるのか、それ

とも諦めてしまうのか…。人生はこの 1 歩で大きく変わるかもしれません。辛いし苦しいから嫌

だと諦めるのではなく、1歩を踏み出せる人になってください。その 1歩できっと世界が変わ 

ります。 

 

 

下記の質問に３人で答えました！ 

①卒業までに 3年生たちとやりたいこと 

②［北山・中野・今井］を動物にたとえるなら？ 

(理由も) 

③［北山・中野・今井］を鬼滅の柱にたとえるなら？ 

(理由も) 

④3年生を色にたとえると？（理由も） 

⑤三年生のここが自慢！ 

⑥ひとこと 

  

①おそろいのグッズを作る。全
員そろってどこか行く。（３年
だけで行く遠足） 
②中野ｔ：ゾウ（たぶん怒ると
いちばん怖いと思う） 
今井ｔ：ミーアキャット（ティ
モン的おもしろキャラ） 
③中野ｔ：冨岡義勇（冷静でか
っこいい） 
今井ｔ：甘露寺蜜璃（天真爛漫
的な･･･） 
④純白：素直でまっすぐ。人の
意見を吸収できるから。 
⑤みんな前向き。お互いを思い
やれる。正しくあろうとする姿
が素晴らしいと思っている。 
⑥あと半年だなんて信じられ
ない！本気で日々を大事にし
ような！！ 

（北山先生：中央） 

①皆の写真でフォトモザイク
作ったら楽しそう。 
②北山ｔ：ライオン（判断力に
優れ、集団を率いる力がある） 
今井ｔ：イルカ（人懐っこく、
好奇心旺盛な感じ） 
③北山ｔ：煉獄杏寿郎（正義感
が強い） 
今井ｔ：悲鳴嶼行冥（慈悲深い、
CV杉田智和） 
④スプリンググリーン：春に芽
吹く柔らかい葉のように、すく
すくと育っていく感じ。 
⑤「直」まっすぐ。すなお。ひ
たむき。 
⑥今できることに全力で。諦め
てきた昨日も無駄にしない勇
気を…！      

 
（中野先生：左） 

①3年生で一本の動画を作る。 
②北山ｔ：キリン（視野が広
く、みんなを見守っていると
ころ） 
中野ｔ：シマウマ（掲示物など
の飾り付けが上手なところ） 
③北山ｔ：宇髄 天元（ハッキ
リとしているところ） 
中野ｔ：胡蝶 しのぶ（器用で
正確なところ） 
④黄色：希望に満ちて暖かい
太陽の色。 
⑤お互いを尊重しあえるとこ
ろ。人の意見を真っ向から否
定しないところ。 
⑥進路など迷うこともあるけ
ど、1度決めたら躊躇せず、実
行しよう！！ 
    

（今井先生：右） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

1 金   

2 土   

3 日   

4 月   

5 火 
前期単位認定試験➀（３年） 

午前授業（１・２年） 
 

6 水 
前期単位認定試験➁（3年） 

午前授業（１・２年）   専攻 
 

7 木   

8 金 星槎オリンピック【スポーツ】（参加者のみ）  

9 土   

10 日   

11 月   

12 火   

13 水 
前期特履・積上げ試験（３年） 

午前授業（１・２年） 
 

14 木   

15 金 授業終了（高校生）  

16 土   

17 日   

18 月   

19 火 夏期講習Ⅰ期➀       ３学年三者面談➀  

20 水 夏期講習Ⅰ期➁  

21 木 夏期講習Ⅰ期➂  

22 金 授業終了（フリースクール）  

23 土   

24 日   

25 月   

26 火   

27 水   

28 木   

29 金   

30 土   

31 日   

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校  星槎国際高等学校 横浜ポートサイドキャンパス 

横浜市神奈川区栄町８-４   TEL:０４５－４５１－６７５１  FAX:０４５－４５１－６７５５ 

URL http://www.seisagakuen.jp    [星槎学園高等部：横浜ポートサイド校]を参照 

 

広域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

5 月 20 日、大磯キャンパスにて第 9 回共星 Try アングルフェスタが開催されました。星槎学園の横浜ポートサイド校、

湘南校、大宮校、北斗校の 4 校舎が集まり、各校舎の実行委員を中心に準備を進め、開催ができました。運動種目は、フ

ットサル、トレルンリング、ドロケイ、障害物リレー、校舎対抗リレーが実施され、文化種目はジェンガ、坊主めくり、

コイン投げ、表面張力、なんじゃもんじゃが行われました。普段見られない新たな一面も見ることができ、結果、総合優

勝することができました。また、運動が苦手な生徒も積極的に応援をしており、横浜ポートサイド校がチーム一丸となっ

て、競技に参加する姿がとても印象的でした。（長瀬） 

。 

 

 

 

 

☆Tryアングルフェスタ実行委員会☆ 

フットサル    優勝・準優勝！！ 

障害物リレー   優勝！！ 

トレルンリング  優勝！！ 

総合成績     優勝！！ 

《解答》 

・has・been・dead・for 

 

《解説》  

・訳としては、「彼は１０年前に亡くなった。」  

・bの文は、現在完了形を用いる。  

・dieの形容詞型のdeadを用いる。  

  


